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１．主な画面イメージ

１）工事概要情報

COBRIS（コブリス） CREDAS 入力システム（クレダス）

摘要
・ コブリスとクレダスの入力内容に違いはありません。
・ コブリスの［請負会社］情報は、前回登録した情報が自動表示されますので、入力作業の手間が軽減しています。
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２）建設資材利用情報

COBRIS（コブリス） CREDAS 入力システム（クレダス）

摘要
・ コブリスとクレダスの入力内容に違いはありません。
・ コブリスは略語を使用していませんので、入力内容がわかりやすくなっています。
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３）建設副産物搬出情報

COBRIS（コブリス） CREDAS 入力システム（クレダス）

摘要
・ コブリスとクレダスの入力内容に違いはありません。
・ コブリスは入力項目の補足説明があるため、選択内容がわかりやすくなっています。
・ コブリスは［搬出先の種類］の表から、選択するコードが「再生資源利用促進となるもの」か、「処分となるもの」かがわかりやすくなっています。
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２．エラーチェック

１）エラー表示

COBRIS（コブリス） CREDAS 入力システム（クレダス）

○必須エラー

○警告エラー

摘要
・ コブリスは、必須エラーは入力の都度、警告エラーは情報更新時に、一度だけポップアップ画面でエラーを表示します。
・ クレダスは、必須エラーは入力項目をかえた時に背景色が赤色、警告エラーは入力項目をかえた時に背景色が黄色で表示されます。

※必須エラー：入力が必要な項目に入力がない等 警告エラー：入力した内容に誤りがある可能性がある等
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２）エラーチェック

COBRIS（コブリス） CREDAS 入力システム（クレダス）

摘要
・ クレダスでは［データチェック］ボタンまたは、入力画面の切替りの都度にエラーチェックが実行されますが、コブリスは印刷画面でエラーチェックの結果が確認できる
ため、画面切替りの負荷が大きくありません。

・ コブリスは必須エラーと警告エラーをあわせた一覧（pdf ファイル）が出力されます。
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３．様式出力

１）再生資源利用［促進］計画書（実施書）

COBRIS（コブリス） CREDAS 入力システム（クレダス）

摘要
・ コブリスは PDF 形式で、クレダスは Excel 形式で様式が出力されます。
・ コブリスの出力様式には、各コードの説明が下段に記されています。


